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なった。場内試験は,昭和41年からスターキング デリ
シャス (7年生), ふじ (4年生), ゴールデンデツシ

ャス (6年生)を供試して,処理時期の比較 (落花後

2週間および4週間)を行なった。現地試験は,昭和42

年からスターキング デリシャス (6年生),ふ じ (6
年生).陸奥 (5年生)を供試して,主にスコフリング
の処理方法について試験した。処理方法としては,主幹

の樹皮を完全に一月して傷をつけた区,約 5物はなして

2周させた区,らせん状に一月位とした区,半周をむか

いあわせて約 5 Cπ上下にずらした区 (段型区)な どの比

較を行なった。また,昭和41年開始の場内試験では,

翌年に再処理した区およびしなかった区を設けて比較し

7_。

3試 験 結 果

1. 新しょう長についてみれば,処理区は対照区に

くらべて,ほぼ半分程度であった。ただし,昭和41年処

理のふじの場合では移植後 (2カ月)の処理であったた

め影響が大きかった (第 1, 2表 )。

2  場内。現地両試験とも処理によって翌年の開花

率は著しく高まった (第 3, 4表 )。 昭和42年処理の現

地試験についてみると,ス ターキング デリシャス,ふ
じ,陸奥の無処理区がそれぞれ16,37,40%に対し,処

理区ではそれぞれ70～ 80,80,90%で あった。

3 100花そうあたり結実数についてみれば (第 4

表),ス ターキング デ
'シ
ャスでは,果そう,中心果

で,処理区がやや少なかったが,側果では逆に処理区の

方が高かった。ふじにおいては,処理,無処理区とも,

差異は明らかでなかった。

4 処理時期については,落花後 2週間と4週間の比
較を行なったが (昭和41年処理の場内試験,第 1,3表 ),

効果の差異は明らかでなかった。

5 処理方法としては,第 2表,第 4表にみられるよ
うに,ス コアリングの各種の型の比較を行なった。その

結果,処理方法による差異は明らかでなかった。

6 2年連続処理と1年のみ処理の比較について昭和
41年処理の場内試験で検討した。 1年のみ処理した区で

は,翌年の新しょう■:長を抑制したが,翌々年の開花率

を高める効果はなく,むしろ無処理区より劣った (第 5

表)。

7 処理後 2～ 3週間で,黄色または黄緑色となった

葉色も, 8月 中旬頃までには正常に戻った。

モノックス散布が リンゴの果実品質に

およぼす影響 (予報)

高 橋 正 治・ 三 上 敏 弘・ 吉 田 正 義

斎 藤 貞 昭・ 町 田 広 志

(青森県りんご試)

1ま え が き

リンゴ園における夏期散布の基本薬剤として古くから

ボルドー液が使用されてきた。しかしボルドー液は調合

の不便,他薬剤との混用の可否.さらには散布機具の磨

耗,噴日のつまりが激しい,また果実 (特に無袋)力 石ヽ

灰で汚れるなどの問題点が多い。このため近年ボルドー

液にかわりうる農薬の開発が要望されてきたが,数年前

から病害防除効果を重点にみた場合にモノクッス (有機

硫黄剤)が最も有望と認められている。しかしモノック

ス散布がリンゴの果実自体にどのような影響をおよぼす

かについては現在なお不明の点が多い。そこで昭和42年

度にボルドー液散布果実を対照としてモノックスがリン

ゴ果実に及ぼす影響を調査したので,その結果を報告す

る。なお本試験の薬剤散布などについては当場の病虫部

の協力によるところが大きいので感謝の意を表したい。

2試 験 方 法

青森県りんご試圃場内の27年生国光(有袋,,紅玉 (無

袋),および12年生スターキングデリシャス (有袋),
」―ルデンデリシャス (有袋,無袋)を供試し,第 1表

に示した試験区制に従って実施した。
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制区験試表第

供 試 品 種 黎震月日 jt7蔵 期 間 散 布 処 理 区 内 容布散

光国

11月 8日

11月 17日

収穫直後から

6月 上旬まで
覆∬墓
′
じ ス

前期モノックス
後期 ボル ドー

通年モノックス

裏

“

翠昌駁鼎月
下旬までの全期間ボルドー液(4-12

朦警ソ;リス:誌層ず省畿希液(4-12式)2回
,以

準誓緩1715実卿,台敵系
ス600倍 3回,以降ボル

畜畿箱
l-8月下旬までの全期間モノックス600倍 5玉紅

9月 30日

10月 11日

10月 20日

3月 中旬まで

スターキング

デ リシ ャス

10月 5日

10月 15日
4月 中旬まで

通年 ボル ドー

通年モノックス

ゴ ール デ ン

デ リン ャ ス

10月 15日

10月 25日

10月 30日

3月上旬まで
通年 ボル ドー

通年モノックス

落花25日～ 8月 下旬までの全期間亜鉛石灰液 7回散布

畜鰤
～ヽ 8月 下旬までの全期間モノックス600倍 7

注 落花25日後散布は黒点病防止の薬剤散布であり,通年ボル ドー区および前期ボル ドー,後期モノックス区
はファーバム剤を散布し,通年モノックス区および前期モノックス,後期ボル ドー区はモノックスを散布

した。

一則穫収表第 落 果 率 (ス ターキングデツシャス)

14 日

通年ボル ドー

通    年
モ ノ ックス

調査樹としてスターキングデツシャスは各処理区 2樹

ずっ,その他は 3樹ずつであり,収穫果実は直後冷蔵

(0℃ )と し収穫時および貯蔵中の果実品質を調査 し

スニ。

3試 験 結 果

1 収穫前の落果率は第 2表に示したとおりで,いず

れの調査日にもモノックス散布区がボルド‐液散布区よ

り高かった。

2 各品種の収穫時および貯蔵中の果実品質は第 3表
～第 6表に示したとおりである。

着色を肉眼観察した結果,ス ターキングデツシャスと

紅玉の通年モノックス区がボル ドーあ部分および通年散

布区に比べてややにぶい色であった。ゴールデンデツシ

ャスでは,ノ ックス散布区がボルドー散布区に比へやや

濃い黄色味をおびていた。国光では大差がなかった。

硬度は各品種とも収穫時および貯蔵中において処理区

間の差が認められなかった。

屈折計示度は各品種とも各処理区に差が認められなか

った。

酸度は各品種とも収穫時および貯蔵中でも全般的にポ

ル ドー区がモノックス区より若千高い傾向を示したが,

その差は顕著でなかった。

蜜病発生率は紅玉では各収穫期ともモノックス散布区

がボルドー散布区より高かったが,ス ターキングデリシ

ャスでは若千ボル ドー散布区の方が高かった。

貯蔵障害では,紅玉のゴム病は10月 11日 ,10月 20日 の

いずれの収穫果実でも1月 , 3月 調査でモノックスの通

年ならびに前期散布区がその他の区に比べて多かった。

このことから,特に生育初期の散布薬剤の種類がゴム病

54

109

注 落果率は調査時の着果数に対する落果の割合である。
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第 3表  国 光 の 果 実 品 質 調 査

厭!下
TfflIII量
鷲

時穫収 日月4 2

革均昼着色 硬度
新
度一ホ

ロ
計 薩 罐 着色 硬度

新
度一ホ

屈
計 離

H月 8日
年  ボ ル  ド ー
ボルドー後期モノックス
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後
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0 490
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0495

H月 17日

通 年  ボ ル ド ー

量翻Eナ』
'多

覆
,`夕
争
i
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８３

８２

９４
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路
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98
97

４

３
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■

0 698
0 736
0 696
0712

賜
狙
獅
隠

８‐
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８５

８４

４

４

４

４

0 507
0492
0493
0498

滸
tll漂
1靴

5 月 日 6 月 4 日

1果
着色 硬度

屈 新
酸度 ‡ェ墨着色 硬度 畢示護酸度

H月 8日 壽期ミヽド奎後期モノ`クス
鎧期率
ノ
(クテ後甲
ボタドス

■

■

■

，

‐９

２０

１９

‐８

υ
４５９
靱
価
４３６

０
０
０
０

蜂
％
に
阻

0398
0 380
0 384
0 387

H月 17日
一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ

ル
¨
％
¨
ノ ッ

ボ

一
ク
ド

ツ
モ

年
ル
フ年

期
期

通
前
前
通

186 (
1846
193 3
192 7

７９
７６
斜
８０

颯
椛
催
修

190
184
189
187

８‐

８３

９‐

８４

４
．
■

■

，

”
３７
３８
３７

注 1 各処理区の1回の調査個数は約20果。
2 着色は全面着色したときを 100%と した割合。
3 硬度は皮なし測定で,マグネステーラー型硬度計 (プランジャー径 5/16イ ンチ)使用。
4 屈折計示度は果汁測定で,ハンドソフラクトメーターによる。
5 酸度は果汁 100cc中 のりんご酸含量。

第 4表  紅 玉 の 果 実 品 質 調 査

閂 藤世
9 月 日

果
重均
１
平 着 色 硬 度 罫示誓酸 度 羹生褻 病

率
ム
生
ゴ
発

収 穫 時
一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ

ル
“
‰
¨
ノ ッ

ボ

一
ク
ド

ツ
モ
時前期ボ′レ崚蒔

θ

186 3

2088

65 8

59 2

83

79

12 6

■ 8

0946

09H

0

42

０

一
一
〇

12月 8日

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ
ル賠獅̈
ッ

後

ス
ノ

ボ

一
ク

ド

ツ
モ

年
炒
″年

期
期

通
前
前
通

202 1

202 7

59 0

62 9

67

65

133

129

0 867

0 801

０

一
一
〇

０

一

0

1月 29日

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ
ル妊鶴̈
ッ

後

ス
ノ

ボ

一
ク
ド

ツ
モ

年
期ボ′レ
期モノ
年

通
前
前
通

199 6

209 3

63 5

57 8

56

54

131

129

0 736

0748

０

一
一
〇

０

一

0

3月 21日

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ

ル
難
劉

ッ

後

ス
ノ

ボ

一
ク

ド
　
ツ
モ

年
ル
″年

期
期

通
前
前
通

192 6

197 8

65 8

68 8

54

52

131

124

0674

0 677

０

一
一
〇

０

一
一
〇
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方 五警fI善:
月 日

革均畳 着 色 硬 度
折
度一不

属
計 酸 度 翼生嚢

ゴム病
発4ま

フ レ

収 穫 時

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ
ル昨獅『ッ

後

ス
ノ

ボ

一
クド
ッモ

年
ル
″年

通醐
醐
通

２６

２２

２２

２‐

ヵ

８

５

０

０

ヵ

４

８

２

３

12月 8日

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ

ル
娠
劉

ッ

後

ス
ノ

ポ

一
ク
ド

ツ
モ

年
ボ′レ
）
年

χ
２２
２３
２２

0
0

0
0

0
0
0

0

1月 29日 曇期ξ7)り安域鶴準)争Z
通 年 モ ノ ッ ク ス

3月 21日

一
ス

一
ス

タ

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ボ
ル醸稀̈
ッ

後

ス
ノ

ボ

一
ク

ド

ツ
モ

年
ボフレ
″
年

期
期

通
前
前
通

0

0
0

0

24 7
218
46 3
47 8

仄乖=艦y=:轟
10 月 日

着 色 硬 度
あ
酸 度

病
驀
ム
生
ゴ
発

フ レック

収 穫 時 暑期fl』 ;;嬢覇葉)争 :
08H
0 800
0 780
0 776

%

12月 8日

通 年 ポ ル ド ー

欝期
Eナ ['多
後

'準

夕争貪
″
２２
２
２０

0
0
0
0

0
0
0
0

1月 29日

一
ス

一
ス

ク

ド

ド

ツ
ル
ク

ノ
ポ

ル
期モ
劉
一
ツ

後

ス
ノ

ボ

一
ク
ド

ツ
モ

年
ル
フ年

期
期

通
前
前
通

“
６３
６２
６４

3月 21日

通 年 ボ ル ド ー

量期ニケ['多覆,蕉夕争貫
144
0
0
37

第 表 スターキングデツシャスの果実品質調査

10 月

収 穫 時

12月 21日

3月 28日

4月 25日

0

0

0

45
40 0

25 0

0 396

0 372

0 372

0 343

0314
0304

0 299

0 293

45 0

40 0

43 8

38 9

0

0

0

0

98 0

95 0

96 0

95 3

99 1

95 5

98 5

96 0

84
85
78
78
69
68
6.6

65

114
115
13.3

13.3

13 0

12 8

13 7

134

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ タ ス

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

293 7

276 4

298 8

281 5

2846

292 8

283 9

295 1
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収 穫 時

12月 21日

3月 28日

4月 25日

0

0

0

0

50
273
68.7

46.7

第 表 ゴールデンデリシャスの果実品質調査

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

通 年 ポ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ タ ス

通 年 ボ ル ド ー

通 年 モ ノ ッ ク ス

3147

3151

323 1

3137

307 8

305 7

301.6

285 3

100

100

988
98 3

99 8

97 5

990
98 0

7.8

78
7.5

73
6.4

63
60
59

130

126
13.7

134
134
130
13.6

135

0 359

0 348

0350

0 334

0.310

0.304

0288

0 287

100 0

90.0

100 0

85 0

10.0

227
187
13.3

きヽ ζ■■μ 収 穫 時

革均委着  色 硬  度 罫示璽 酸  度 奥!

有  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

一
ス

ド

タ

ド

ク

ド

ク

ル
ッ
ル

ッ
ル
ッ

ボ
モ
ボ
モ
ボ
モ

ξ

年
筆

年

通
通
通
通
通
通

327
336
343
327
344
329

７

１

４

６

３

３

４
４
４

■
４
．４
．

％
６５
‐４
９７
０９
６７

０

０

０

０

０
．
α

無  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

一
ス

ド

ク

ド

ク

ド

ク

ル
ッ
ル

ッ
ル
ッ

ボ
モ
ボ
モ
ボ
モ

年
筆

毎

年

通
通
通
通
通
通

５

６

６

１

４

５

６５７
６‐０
６２３
６００
鋼
５５０

瘤 …1』」屏
1 月 日

革均昼着  色 硬  度 属  折計 示 度 酸  度 奥

有  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

一
ス

ド

タ

ド

タ

ド

タ

ル

ッ
ル

ッ
ル

ッ

ボ
モ
ポ
モ
ボ
モ

年
年
年
年
年
年

通
通
通
通
通
通

′
４

５

４

４

４

４

３

３

３

４

７

５

‐４
．＝
４
４
‐４
．‐４
．

５９４
筋
５‐４
４９７
５０９
樹

α
Ｏ
．０
０
■
●

無  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

【
ス

ド

ク

ド

タ

ド

ク

ル

ッ
ル

ッ
ル

ッ

ポ
モ
ボ
そ
ボ
モ

年
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年

通
通
通
通
通
通

観
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初
佃
絣
３９７

０
．
０

０

■

α

●

発生に関係がつよいと考えられる。フレツクルは通年ボ

ルドー区と前期モノックス区が発生率が高かった。スタ

ーキングデリシャスにおけるゴム類似症の発生は,3月
にはいずれの収穫期のものもモノックス散布区がポル ド
ー散布区より多く,4月の調査では反対になった。ゴー
ルデンデツシャスの腐敗果剌 ま両区とも差が認められな

かった。

食味は収穫時に紅玉,スターキングデツシャス,ゴー
ルデンデツシャスでややモノッタス散布区がボル ドー散

布区より果肉がやわらかい感じがしたが大差は認めら

れなかった。ゴールデンデツシャスではモノックス散布

区の収穫のおそいものに若千過熟臭味のようなものが感

じられた。国光r・|ま各処理区間に大善ま認められなかっ

た。



東 北 農 業 研 究 第 11号

ν癬 (―」理1疑
日3 6月

果
:均 重 着  色 硬  度 罰示震酸  度

敗
生
腐
発

有  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

一
ス

ド

ク

ド

ク

ド

ク

ル

ッ
ル

ッ
ル

ッ

ノ
　
ノ
　
ノ

ポ
モ
ボ
モ
ポ
モ

年
年
年
年
年
年

通
通
通
通
通
通

305
295
308
314
313
295

‐４

‐４

‐４

‐４

‐４

‐４

“
３４
３０
２９
２９
２７

無  袋

10月 15日

10月 25日

10月 30日

一
ス

一
ス

一
ス

ド

ク

ド

タ

ド

ク

ル

ッ
ル

ッ
ル

ッ

ボ
″ポ
）ポ〕

年
年
年
年
年
年

通
通
通
通
通
通

３０２

２７‐

３‐９

３０９

２９４

２７６

■
４

■
４
４
４

，
，

■
４
４
４

”
‐８
６５
５‐
４６
“

注  着色は緑→黄色を 5段階に分け,最も黄色なものを 5と したときの数値

貯蔵後においては各品種とも処理区間の食味は一層識

別しにくくなった。

4む  す  び

モノックス散布とポルドー液散布による果実への影響

の比較において,本年の試験結果では,収穫前落花およ

び紅玉ゴム病の発生率を除けば顕著な差がみられなかっ

た。しかし,調査項目によっては更に供試果数をふやす

ことが望まれるものもあり,また,年差,樹勢などによ

る影響もあると考えられるので,これらの点については

今後さらに検討する予定である。

リンゴの B一 ナ イ ンに関す る研 究

一 収穫前落果防止と果実品質におよぼす影響―

千 坂 知 行 。熊 谷 徹 郎

(官 城県農詢

1ま え が き

近年, リンゴに対する生調剤の利用開発が進んでいる

が,なかでもB―ナイン 0■dimethylamnKlsucclnamiC

acid)の禾蠣 は今後の研究に期待される面が多い。

筆者らは特にB―ナインが, リンゴの収穫前落果防止

と果実品質におよぼす影響をみるため,1966年および19

67年の2カ年にわたり検討してきたが,一応の成果を得

たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

1966年に品種ゴールデンデリシャス (以下ゴ
ールデン

と略),デ リシャス系および紅玉 (いずれも13年生)を

用い,B―ナインの収獲前落果防止および果実品質にお

よぼす影響をみた。

B―ナインの散布濃度はゴールデンで 1,0011ppmと

500ppmの 2処理,デ ツシャス系は 1,500ppmと 1,Ollll

ppmの 2処理,さ らに紅玉は 1,000ppmの 1処理 とし

て,満開 2週間後の5月 18日 に散布した。区制は 1区 1

樹 2反覆とし, 1樹当り10′ を動力噴霧機にて散布し

′こ。

また1967年に品種ゴールデン,デ ツシャス系および紅

玉 (いずれも14年生)を用いて,B―ナインの散布時期
の相違による収獲前落果防止および果実品質におよぼす

影響をみた。

散布時期については各品種とも5月 17日 (満開 2週間

後)と 8月 15日 の散布について検討した外,デ リシャス


